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　高縄山の北側、立岩川流域の18地区からなる立岩地域は、豊かな自然に囲まれた山間ののどかな

山村地域である。子どもから高齢者まで地域住民全員参加の運動会、文化祭、スポーツレクリエー

ション、交流活動等が多数開催され、毎年5月には山一面につつじの花が咲き誇る貫之山を地域の

シンボルとして守り育てている。

【地区の特色】

立岩ツツジまつり

【地域住民からみた地域の状況】

立岩地区
た て  い わ

人　口：756人（高齢化率59.9％）

世帯数：425世帯

・少人数のため、各家庭の状況を皆が把握している
・区長会が機能している（町内行事参加率約98％）
・公民館の活動が活発→区長会が協力
・地区内の関係団体等の連携がとりやすい
・自然が豊か

・気軽に集まれる場所がない

・自然災害時の危険箇所（120ヵ所）の不安

・大雨時、避難場所が利用できない場所にある　・高齢者の避難方法が不安

・車がないと外出が困難（買い物、通院、集まり、畑など）

・道幅が狭く、緊急車両が入りにくい場所がある

・子どもが少なく、行事ができない、若手不足で負担が大きい

・公民館・集会所の和室は、高齢者や足の悪い方は利用しづらい

・人口減少、高齢化傾向が顕著　・高齢化率約60％（80歳以上の割合が問題）　
・若者が少なく諸行事が負担になる
・子どもが減り後継者がなく、獅子舞をやめた
・緊急車両が入りにくい道路がある
・働く場所がない
・自然が多いため、災害の危険がある（地すべり、傾斜が多い）
・車がないと外出が困難
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立岩地区社会福祉協議会

構成団体

主な取り組み

年1回作成し、地域福祉に関する情報を発信するために全戸配布してい
ます。

毎月1回、独居・寝たきり高齢者の希望者に対し、安否確認をかねて弁当
とおやつを配っています。※紀貫之来遊伝説より立岩地区を「花垣の
里」といわれたことから「花垣弁当」と名づけられました。

小学生と地域住民が、小学校の校舎や校庭の清掃活動やもちつきを一
緒に行い交流をしています。

活動内容

いきいき健康教室
　約20年続いているいきいき健康教室。2ヶ月に1回、地域内の福

祉施設と公民館と協力し、健康に関しての講座や調理から行う栄

養教室、身体を実際に動かしての体操教室を開催しています。時に

は、ゲームや物づくりをするなど、地域住民誰もが楽しめる場と

なっています。

　中山間地域で人口減少や住民の高齢化が課題としてありますが、豊かな自然と住民同

士の支え合う力や、高いネットワーク形成力を活かし様々な地域活動が盛んな地区でもあ

ります。年間を通して実施される配食サービスでの独居・寝たきり高齢者の安否確認や、

小学校と地域住民との清掃活動、餅つきといった季節行事を通しての交流会、ツツジまつ

り開催など地区の特性を活かして高齢者の孤立化防止や、伝統行事・文化の継承に取り組

んでいます。こうした普段の暮らしから派生する行事や交流の継続が、地域力を高め防災

や防犯につながる力を培うことでしょう。

＜地区社協が目指すもの＞
　立岩地区は、高縄山北側の山間地域です。ますます高齢化が進み、不安な課題もありますが、ふるさ

とを大切にする住民の熱意と結束は、とても強い地域です。ツツジまつり・夏まつり・住民参加の運動

会・公民館まつり等多くのイベントがあり地域内・地域外を含め交流の場となっています。準備を含め

助け合い・支え合い精神を育む場となっています。地区社協の活動として、まつイチ体操・いきいき健

康教室・地区でのサロン活動等を通じ、健康増進・ふれあいの場づくり・機会づくりをし、地域でいき

いきした暮らしができるよう応援します。

福祉だよりの発行

給食サービス
（花垣弁当）

小学校との交流

地
区
の
状
況

■地区民協
　　民生委員　　 　 
　　主任児童委員

■まち協の設立 平成30年度

5名
2名

■町内会・自治会・区長会等

■高齢クラブ

■子ども会

■自主防災組織

17団体

0クラブ

0団体

12組織

地区民協・公民館運営審議会・公民館・福祉施設・日赤奉仕団・小学校・みまもり員
青少年健全育成会・PTA・スポーツ少年団・JAえひめ・交通安全協会・学識経験者

よりそい、気配り、支え合い－笑顔あふれる花垣の里－
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　難波地区は、高縄山系から北側に連なる恵良山や国の天然記念物エヒメアヤメの自生する腰折

山の麓と瀬戸内に面した豊かな自然に包まれ、伝統ある歴史・文化が継承されてきたのどかな農山

村地域である。難波に住んで良かったとお互いが思える街づくりを目指し、地域住民のコミュニケー

ションづくりを展開している。

【地区の特色】

風早火事祭り

【地域住民からみた地域の状況】

難波地区
な  ん  ば

人　口：1,772人（高齢化率42.6％）

世帯数：935世帯

・高齢者に対する気遣いがある
・ゲートボールやグラウンドゴルフを楽しみにしている
・高齢者や障がい者施設がある　・障がい者施設のまつり（北条育成園）がある
・自然に恵まれている
・同居世帯が多い　・スーパー、コンビニがある
・公民館活動が盛んで公民館、学校、地域が連携している
・地域行事への参加が多い　・難波子ども教室で子どもを見守っている

・交通の便が悪い

・高齢者の集いの場が少ない

・土砂災害警戒区域が多い

・各種団体の後継者不足

・独居高齢者が増加している

・買い物困難者が多い

・子どもが増えない　　・銀行がない
・空き家が増えてきた　・交通の便が悪い
・津波の心配がある　・土砂災害警戒区域が多い　
・独居高齢者が多い　・高齢者が遊ぶところ、機会が少ない　
・独居高齢者の見守りが大変（対象者が増加）
・地域の役の担い手がない（人手不足）　・鳥獣の被害が多い
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難波地区社会福祉協議会

構成団体

主な取り組み

難波地区内でいじめや言われなき差別がなくなるよう、小学校・公民館
と共に協力して推進しています。

高齢者がどのような状態であろうとも、元気で生きがいを持って過ごせ
るよう支援すると共に行事等を通じて交流を図っています。

公民館活動を中心に避難しやすい避難所の充実と自主防災組織との
連携で安全な地域づくりを推進します。

活動内容

笑顔でいきいき健康教室
　地域住民を対象にいきいきとした生活が送れるよう、日頃の食

事の大切さや偏らない食事の方法等栄養について学んだり、レク

リエーションを通じて運動の大切さ、認知症を予防するための脳ト

レ等の体験をする等皆で楽しく行っています。

　高齢者世帯が増加傾向にあり少子高齢化の課題を抱えていますが、道の駅「風早の郷 

風和里」や北条スポーツセンター、長浜海岸でのビーチバレー大会など販売所やスポー

ツ施設の充実もあって、幅広い年齢層が集まり健康づくり・生きがいづくりに繋がる活動

が盛んな地区です。「笑顔でいきいき健康教室」は、普段の生活から感じる身近な課題を

テーマに認知症予防の脳トレや、偏食予防など自分たちで実現可能な取り組みを住民同

士で共有しています。こうした活動は、地区の豊かな自然を活かして住民の健康意識を高

め、運動習慣を身につけるだけでなく、コミュニティ活動への参加を高めるとともに、地

域を支えるコミュニティ活動の活性化を図ることにもつながるでしょう。

＜地区社協が目指すもの＞
　難波地区は、海・山・川・田畑に囲まれた環境の中、地域の公民館活動を基盤として地域内の交流が

保たれ、少子高齢化が進む中においてもお互いに助け合う穏やかな地区である。また社会福祉関係

の施設(保育園、知的障がい者施設、高齢者介護施設等)も充実しており、身近な場所で相談ができ、

安心して暮らせる地区でもあります。地域内には道の駅「ふわり」があり高齢者が地元生鮮食料品を

出荷する等、生きがいづくりに励んでおり、今後は地元スポーツセンター等と連携したスポーツや健

康教室等を通して元気でいきいきと安心して暮らせる地区を目指します。

いじめや差別のない地域
の推進（人権啓発）

高齢者が元気で生きがい
を感じる地域の推進

防災に強い地域づくりの
推進と地域住民との連携

地
区
の
状
況

■地区民協
　　民生委員　　 　 
　　主任児童委員

■まち協の設立 ―

5名
2名

■町内会・自治会・区長会等

■高齢クラブ

■子ども会

■自主防災組織

5団体

3クラブ

0団体

6組織

地区民協・公民館・区長会・公民館運営審議会・交通安全協会
保育園・高齢クラブ・小学校・サロン代表者・独居高齢者みまもり員
PTA・高齢者施設・包括支援センター

ささえあい　思いやりが育つさと　難波
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地域カルテ ～地区ごとにみる地域特性～
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